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審査結果要旨
 歯周組織はセメント質,歯根膜および歯槽骨により構成され歯を支持している。近年,歯周組織
 を構成する各組織について知見の発展はめざましく,骨組織については骨芽綴胞および破骨纏胞が
 発現する基質蛋白・酵素活性および各種成長因子などに関する研究報告が数多くなされまたセメ
 ント質についてもその発生過程を含めて多くの研究が報告されている。しかし歯偏組織の損傷修復
 についての研究は少ない。本研究は,実験動物としてラットを用い,上顎第一臼歯の近心根に歯槽
 骨から象牙質に至る組織欠損を作製して,術後における歯周絽織の再生・修復過程を組織学的にま
 た酵素組織化学的に検討することを霞的としている。
 5週齢Wist&r系雄性ラット上顎第一臼歯の近心根に歯槽骨から象牙質に至る欠損を作製し,術
 後3-56資のラット上顎について環流闘定,露DTA脱灰の後,パラフィン包埋によるヘマトキシ
 リン・エオジン染色標本,また凍結包埋によるアルカリ性フォテファターゼ(ALP)および酸性フ
 ォスファターゼ(TRAP)に対する酵素組織化学染色標本を作成して光学顕微鏡による観察した。
 術後3-5賛,歯周組織切除部には血球を含むフィブリン線維網および組織切潮汁が認められた。
 術後7臼,歯槽骨切除部のフォブリン線維綱は認められず骨絽織が串現し,衛後慧薄の歯槽骨切除
 部は新生骨でほぼ満たされ,術後28臼には新生骨は骨梁の増大により周臨の歯槽骨と同様の形態を
 示した。セメント質は術後i娼の窺洞象牙質辺縁に串現し,術後28欝には窺洞象牙質全面に無細胞
 セメント質形成が認められた。結合組織は術後5日の窩洞象牙質表面に認められ,術後7目歯根膜
 切除部に緩い線維が形成され,術後羅欝では歯根膜切除部の線織切潮片が漉失し,術後28-42目で
 結合組織線維は太さと配列規則性が増し,術後56購にはセメント質と旛槽骨に付着する歯根膜線維
 の形成を認めた。術後3-5藏のフィブリン線維網にTRAP陽性単核総胞が認められた。この
 丁設AP陽性単核細胞はフィブリン線維網の吸収に関与すると思われた。TRAP陽性多核細胞は術
 後5-1娼の組織切潮片周囲および憲洞象牙質表面に認められ,緯繊切渕片の吸収および窺洞象牙
 質の部分的吸収に関与することが示唆された。またALPは術後7-28疑の新生骨表面および新生
 セメント質表面で強い陽性反応を示し,ALPが歯周組織の硬纏織形成に関与することが示唆され
 た。
 以上結果は,ラットを用いても歯周組織に実験的な組織欠損の作製が可能であり,セメント質,
 歯根膜および歯槽骨の修復過程においてTRA曾とALPが重要な役割を果たすことを示唆してお
 り,歯篇組織研究に新しい規点を提示し歯学研究の進歩に寄与するものと高く評緬できる。よって
 本論文を博士(歯学)の学位授与に値するものと判嚇した。
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